
	科目名
	IＴ.マルチメディア論
	クラス
	
	単位
	4
	担当
	関　　　秀　夫





	順序
	授  業  計  画

	１
	マルチメディア・サービスの展望

　　　・・サービスの特徴：非同期と双方向性

	2
	インターネットの発展　　　　　　　　　　

・・ネットは国境や時間に制約されない

	3
	インターネットの問題点・・サイバーテロ等ネット犯罪、個人情報の保護、ネチズン社会は成立するか

	４
	電子商取引・・サイバースペースにおける米国　　　  　 の優位、日本型電子商取引

	５
	わが国のＩＴ国家戦略（e-Japan戦略）

　　　・・電子政府、ブロードバンド網構築等

	６
	ＩＣカード型電子マネーが実用化される

	７
	ＮＴＴグループ再編成問題

	８
	わが国通信市場における競争

　　　　（ＮＴＴ、ＫＤＤＩ、ソフトバンク）

	９
	移動体通信市場における競争

（ＮＴＴドコモ、ａｕ、ボーダフォン）

	1０
	『ケイタイによるインターネット』で日本は米国をリード（ドコモのｉモード等）

	11
	放送のデジタル化、多チャンネル化は生活を豊かに、楽しくする


注）お忙しい学生の方のために、授業回数を５回～６回程度に圧縮して提供する予定です。

主題と目標


　90年代米国経済（ニューエコノミー）発展の原動力になってきたのが、ＩＴ（情報技術）・マルチメディア産業である。今後日本経済活性化のカギをにぎるのもＩＴ・マルチメディアであろう。


すでにわが国政府はＩＴ国家戦略（e-Japan戦略）を発表し、「日本を世界最先端のＩＴ国家にすること」を目指している。


　ＩＴ・マルチメディアにはパソコン以外にも様々なアプローチがある。携帯電話等移動体通信から、デジタルテレビから等々。


　電子商取引等サイバースペースにおいて米国は圧倒的優位にある。しかしNTTドコモのiモード等「ケイタイによるインターネット」では日本は世界をリードしている。


　本授業では、インターネットの動向や問題点、電子政府の進捗状況、ブロードバンド網の構築、電子マネー、NTTグループを始め通信会社の事業戦略、移動体通信の動向等も分析することとしたい。





教材


＜テキスト＞


「国際化時代のITマルチメディア・通信」


　　―ＩＴ革命は世界の経済社会を変える―


　　　　･電子商取引の発展


　　　　･電子政府の利用はこれから


　　　　･放送のデジタル化


　　　　・ブロードバンド網構築進む。


　　　　・ケイタイの技術で日本は世界をリード


　　　　　　　（関秀夫著　2005年4月発行）


　　　　　　　　プリント教材


　　　　　　　　非売品、学生にのみ実費配









